
 

 

  令和２年度（２０２０年度）赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動 

枚方市社会福祉協議会 ボランティア活動助成事業 実施要領 

 

１．目 的 

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金配分金を活用して､近な地域で活動するボランティア

団体やグループを支援し､各団体の育成及び組織強化を図ることを目的に本助成事業を実施する。 
 
２．助成対象及び助成事業内容 

但し、以下に該当する活動は対象外とする 

① 国や地方公共団体の補助金・助成金等を受けている活動 

② 他の民間機関（財団）等から助成を受けた活動 

③ 収益・営利目的の活動 

④ 趣味のサークル・同好会など自助活動を主たる目的とする活動 

⑤ メンバーどうしのみの交流会で飲食を目的とする活動 

⑥ ボランティアの実績が１年未満の活動 

⑦ 繰越残高が前年度の事業費以上に残り、使途が不明な場合 

⑧ 謝金や交通費収入が、全体の支出額を上回っている団体（前年度実績） 

 

３．助成事業実施期間 

令和２年（２０２０年）４月１日～ 令和３年（２０２１年）３月３１日の間に行う事業 

 

４．助成額 

１団体 ３０，０００円 以内 

 

５．募集方法 

（１）令和２年６月１日号『社協だより』に掲載 

（２）５月下旬より、枚方市社会福祉協議会並びに枚方市ボランティアセンターのホームペー

ジに実施要領、申請書など様式一式を掲載 

（３）実施要領等は社会福祉協議会・総務課で配布 

 

６．助成の申請方法 

所定の申請書と必要書類を下記へ提出する。 

（１）申請書                （２）令和元年度活動報告及び決算書 

（３）令和２年度活動計画及び予算書     

※（２）（３）について、書式は、自由 

 

７．受付期間 

令和２年（２０２０年）６月１日（月)から２６日(金)まで、必着。 

( 窓口時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） 午前９時～午後５時３０分 ) 

 

８．選 考 

概ね５０団体に助成する。なお、予定数を超えた場合、申請内容に基づき助成の必要性が高

いものを選考し決定する。 

 

助 成 対 象 助 成 事 業 内 容 

枚方市内を活動の拠点とする福祉ボランティア活

動（常時 5 人以上が活動し、年間１０回以上活動

していること） 

ボランティア活動を行う上で必要な備品・消耗品、

学習会の費用などに対して助成。 



 

 

 

９．報 告 

  助成金の交付を受けた団体は、助成事業終了後、事業報告書と必要書類を社会福祉協議会へ 

速やかに提出すること。（提出期限 令和３年（２０２１年）４月２３日（金）必着） 

 

１０．助成金の取り消し・返還 

  下記に該当する場合は、助成金の決定を取り消し、すでに助成金が交付されている場合は 

  返還していただきます。 

   ①助成金を申請の内容以外のものに使用したとき 

   ②期限までに報告書が提出されなかったとき 

 

１１．その他 

前年度助成団体で報告書が期限までに提出されていない団体については、本年度助成金の申

請ができないものとします。 

 

１２．書類提出及び問い合わせ先 

   社会福祉法人 枚方市社会福祉協議会 総務課 

    〒５７３－１１９１ 枚方市新町 2丁目１－３５（枚方市立総合福祉会館 4階） 

    TEL ０７２－８４４－２４４３   FAX ０７２－８４５－１８９７ 

【提出書類】 

 

書 類 名 説  明 

申 

請 

時 

(1)申請書  ※様式１ 

(2)前年度活動報告及び決算 

(3)当年度活動計画及び予算 

※(2)(3)の書式は、自由 

 

※初めて申請をされる場合は、上記 

の書類に団体概要（様式５）と 

会則を添付して提出して下さい 

(1)記述しきれない場合は、資料別添可。 

(2)(3)・団体全体の予算・決算になりますのでご注

意下さい。 

・団体で作成しているのものがある場合は、

申請用に作成していただく必要はありま 

せん。 

交
付
決
定
時 

(1)請求書  様式２ 

 

 

 

(2)振込口座の通帳の写し 

(1)・振込名義は原則的に団体のものに限ります。 

・振込先の支店・口座番号等記入名違いがない 

ようご注意下さい 

 

(2)前年度交付を受けた団体で、口座名義が変わっ

ていない団体は、通帳の写しの提出は不要です。 

報 

告 

時 

(1)報告書  様式３ 

 

(2)助成を受けて実施した活動の概

要が分かる資料 

 ※令和元年度事業報告･決算書 

※謝金や交通費収入のある団体

は、団体全体の収支状況が分か

るもの 

 

(3)領収書の原本 

 ※A4 版にまとめること 

 （報告書には貼り付けないで下さ 

い） 

(1)記述しきれない場合は、資料別添可。 

 

(2)実施した事業がわかる資料（当日のプログラムや

案内・チラシ・活動の写真など）を添付してくだ

さい。また、備品などは、使用風景がわかる写真

を別の A4 の紙に添付していただいてもかまいま

せん。 

 

(3)領収書の原本を提出して下さい。 

原本の提出が難しい場合は、コピーに団体名・代 

表者の氏名と押印をしたものを提出して下さい。 

 



助成金の使途や、書類作成の留意点 

助成金を受けるに当たり、使い方や書類作成時に問い合わせがあった質問事項について、お答えします。 

 

 

（１）各書類の「記載欄」が書きにくい。 

→「記入欄が狭く書ききれない」「文章で書きにくい」といった事例は、案内文やプログラムなど別

に資料を添付することで対応してください。 

例えば、右に記載したような《事例１》記載項目が多い場合は、活動日や内容の一覧表を作成す

る、《事例２》大型備品を購入したので写真で報告 など、報告しやすい形をとってください。そ

の際、必ずA4又はA3版にサイズを整えて提出してください。 

 

 

（２）報告時に提出するのは領収書の原本ですか？ 

 →【提出書類】に記載の通り、原本を提出してください。 

 

 

（３）小学校で土曜日に取り組んでいる「いきいき広場」の費用は助成金で対象になりますか？ 

 →ボランティアとして開催会場へ行く交通費は助成金の対象となります。 

また、「広場」で使用する材料費は、主催者側の経費（又は参加費）でまかなってもらってくださ

い。 

 

 

（４）材料を買って手作りしたものを施設に寄付をしようと思います。助成金が使えますか？ 

 →対象になります。材料費の他に、「お店に買いに行った」「施設に持って行った」時のバス代など

の交通費も計上できます。但し、「●●さんに」といったある特定の人に限定して渡す場合は、個

人に対する贈与を目的とした行為ですので、助成対象外です。 

 

 

（５）助成金をあてて、交流をかねてお弁当を食べる行事をしたい 

 →飲食については、助成対象外ですので、自己負担で対応をしてください。 

  この助成金は、歳末たすけあい募金の配分金で助成しています。募金者(募金をした人たち)の共

感を得にくい費用は、自主財源や参加者の自己負担金でまかなうのが好ましいでしょう。 

 

（６）ボランティアのメンバーで交流会を開きます。費用は助成金の対象となりますか 

 →新しいメンバーとの交流やボランティアとして必要な知識・技術・モラルの学習などを目的に実

施してください。 

  例えば、講師への謝礼、会場代、レンタル料、入場料などが助成対象となりますが、飲食や娯楽、

親睦のみを目的とした行事やサークル活動は、実施要領「2．助成対象及び助成事業内容」の「④

自助活動を主たる目的とする活動」にあてはまりますので、助成対象になりません。また、サー

クル同士の交流会などの飲食についても、同様です。 

 

 

 

 

 



 

事例：交通費を使った活動日を一覧表で報告する（領収書がない交通費） 

 

 例えば、以下のような受領表を作り、領収者に印鑑やサインをしてもらいます。 

月日 行き先 経 路 内  訳 領収印 

4/4 ●●町 ●●駅～●●駅 260円×2＝520円 
 

5/11 ■■会館 京阪バス▲▲町～■■■前 210円×2＝420円 
 

6/28 ●●ホーム ●●駅～●●駅～●●駅 200円+150円+150円=500円 
 

9/25 ▲▲町 京阪バス●●駅前～▲▲町 230円×2＝460円  

     

     

     

 

 

事例：実施した行事や・作成したものを写真で報告する 

 

注意）施設や活動先で写真を撮る場合は、相手の承諾を得てから写真を撮りましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式１ 

令和２年度（2020年度） 赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動 

枚方市社会福祉協議会 ボランティア活動助成事業 申請書 

本会は、常時５人以上が活動し、年間１０回以上活動しているボランティア団体・グ

ループであるため、上記の通り、ボランティア活動助成事業助成金を申請します。 

令和  年   月   日 

社会福祉法人枚方市社会福祉協議会 

会 長   武 正 行  様 

実施主体                         

代表者名                       印 

住 所 〒                        

電 話                          

ＦＡＸ                          

助成金 

利用内容 

（予 定） 

 

 

 

予算額 

（概 算） 
                   円 

助 成 

申請額 
                   円 



様式１ 

 

 令和２年度（2020年度）赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動 

枚方市社会福祉協議会 ボランティア活動助成事業 申請書 

本会は、常時５人以上が活動し、年間１０回以上活動しているボランティア団体・グ

ループであるため、上記の通り、ボランティア活動助成事業助成金を申請します。 

令和２年 ６月２２日 

社会福祉法人枚方市社会福祉協議会 

会 長   武  正 行  様 

実施主体   ボランティアグループ ●●●●の会     

代表者名   リーダー ○ ○  ○ ○ ○     印 

住 所 〒573-○○○○  枚方市○○町○丁目○○○－○○    

電 話    ０７２－○○○－○○○○          

ＦＡＸ    ０７２－○○○－○○○○          

助成金 

利用内容 

（予 定） 

 

（１）ボランティア交通費 

   〇〇園（１・８月除く） 

     月１回（午前１０時～午後１時）ボランティア２名 

   ■デイサービス（１・８月除く） 

     週４回（午前１０時～午後１時）ボランティア１名 

     ※活動内容は、利用者が入浴した後に行う整容介助 

 

（２）備品購入 

  【品目】   ＣＤデッキ  １台 

         ＣＤソフト   

  【使用目的】 ボランティア活動に持参 

 

 

 など 

予算額 

（概 算） 
         ４５，０００  円 

助 成 

申請額 
         ３０，０００  円 

印 


